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　扇が丘幼稚園はキリスト教の教えに基づく幼児教育
を行っています。教育となると、勉強を教えているの
ですか？と聞かれることもありますが、扇が丘幼稚園
では勉強を教えることはありません。先生たちは、全
ての子どもたちが神様に愛され守られる存在として、
遊びを通していろいろなことを学んでほしいと願って
います。
　扇が丘幼稚園には、県内最大級の約 780 坪の園庭
があります。さまざまな植物、果実の木、田んぼに池
まであり、街中にある幼稚園とは思えないほど自然が
溢れています。
　今年は園庭にたくさんのアンズが実りました。最初
は落ちていた実を見つけたのがきっかけでした。子ど
もたちは「これなあに？」「食べられるの？」と興味
津々。そのままの香りや味を楽しみ、子どもたちとジャ
ムを作りました。甘酸っぱくておいしいジャムが出来

上がり、みんながアンズのとりこに！
　食べ物への興味が膨らみ、これまで好き嫌いをしてい
た子が苦手なものに挑戦する姿が見られるようになりま
した。また食以外でもチャレンジ精神が芽生え、食育が
精神的な成長につながっていることを感じています。
　日々の園生活の中で、子どもたちの視野は広がり、心
が動き、豊かに育っています。また自分は愛されている
と実感し、その安心感の中で自分を肯定することで、周
りの人を愛する力も育まれています。
　見て、触れて、感じて、考え、行動する。扇が丘幼稚
園では、子どもたちが主体的に、自ら踏み出す一歩を大
切にしていきたいと思います。
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アンズがくれた心の成長

　今月の表紙は、じょんからまつりの踊り
大会で野々市じょんから賞を受賞した「本
町２丁目つばき」の皆さんを撮影した一枚
です。慣れない暗い場所での撮影で、カメ
ラの設定をいじくり回し悪戦苦闘しなが
らの撮影でした。じょんからまつりの様子
は２～５ページのほか、広報写真アルバム
でも掲載しています。ぜひ見てください。

　「おや？いつもは 31 ページ下にある編集
後記の場所が違うぞ？」と気付いた読者の皆
さん、大正解です。31 ページに戸籍の窓と
いうコーナーがあるのですが、令和８年８月
８日という末広がりで縁起の良い日にあや
かって婚姻届を提出した夫婦が多く、今月号
はこちらで書いています。結婚された皆さま、
末永くお幸せにお過ごしください。
　さて私事ではありますが、７月末に育児休
業から復帰しました。復帰してすぐは子と過
ごす時間が少なくて（私が）泣いてしまうの
では…と不安がありましたが、案外メリハリ
がついて生活リズムが整った気がしていま
す。最近子はますます笑ったり体を動かすよ
うになったりして、とってもかわいいです。
子の存在を励みにこれからも頑張りますの
で、よろしくお願いします！ （Ｄ・Ｓ）




